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１．はじめに  

コンクリート構造物の鋼材腐食等の劣化状態を詳細に調査する場合，構造物全体の劣化状態を把握して詳細

調査位置を適切に選定することが重要である．特に塩害劣化を対象とした場合，コンクリート中に侵入した塩

化物イオンは，構造物の部材や部位等によって濃度が大きく異なる事が報告されている１）． 

そこで，詳細調査位置選定のスクリーニング用資料を得る方法として，現位置で短時間に比較的簡単に測定

が可能な近赤外分光法を用いた塩化物イオン濃度測定手法２，３）について，感潮河川部の樋門の表面付近を面

的に測定することによって，その適用性を検討した． 

２．近赤外分光法 

 物質は様々な分子で構成されており，各分子にはそ

の分子特有の光を吸収する性質を持っている．近赤外

分光法は，その吸光特性を利用して物質に含まれる特

定の分子や濃度を検出する技術の一つである．著者ら

が行ってきた近赤外分光法によるコンクリート内部の

測定例を図－１に示す． 

３．測定概要と結果 

3.1 対象構造物 

対象構造物と調査箇所を写真－１に示す．河川下流

部の感潮区間に位置し，1978 年に改築された RC 構造

の樋門である．樋門断面は W=5.5m×H=6.65m×2 門であ

り，外側面の平均潮位付近を測定対象とした． 

3.2 表面付近の測定 

写真－１に示す樋門の翼壁から函渠側面に対して鉛

直方向に 0.5m，水平方向に 1.0m 間隔の格子状の各点

を測定した．測定に先立って，表面の付着物等の影響

を排除するために直径φ25mm のドリルで深さ 10mm

穿孔し，その穿孔先端面の吸光度を測定した． 

 測定した吸光度から式(1)および(2)を用いて表面付

近の全 Cl－濃度を推定し，その結果を図－２に示す． 
 

全 Cl－濃度＝α×ΔA2,266＋β       (1) 
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ここに，ΔA2,266：差スペクトル  α，β：係数 
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写真－１ 対象構造物と調査範囲 
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図－３ JIS 法による結果     図－４ 重回帰分析の結果    図－５ 本手法と JIS 法の結果 

図－２によると満潮位付近の濃度が高い．満潮位以上は塩分の供給が少なく，以深は牡蠣等の付着物により

塩分の侵入が抑制されたものと推察される．また測線 2 は堰柱前面コーナー付近に位置するため比較的上方

まで波しぶきが作用したものと考えられる． 

3.3 深さ方向の測定 

上記表面付近の分布より，B2 および D6 位置で深さ方向にφ25mm のドリルで穿孔しながら，深さ 20mm 間

隔でドリル粉末を採取し，JIS 法にしたがって全 Cl－濃度を測定した．またドリル穿孔時に深さ 10mm 間隔で

近赤外分光法による吸光度測定も行った．JIS 法による結果を図－３に示す．表面付近(0～20mm)の濃度は図

－２の濃度とほぼ一致している． 

3.4 重回帰分析による全 Cl－濃度の推定 

深さ方向の測定で得られた JIS 法による全 Cl－濃度の実測値と本手法による吸光度を用いて式(3)に示す重回

帰分析を行った．その結果を図－４に示す．図－４によると，近赤外分光法による推定値と JIS 法による実測

値とはほぼ一致していることが分かる．次に，C6 位置においても B2 および D6 と同様に両者による測定を実

施した．ここでは，上記の重回帰分析で得られた a～e の係数と吸光度を用いて式(3)によって全 Cl－濃度を求

めた．その結果と JIS 法による実測値を図－５に示すが，両者はよく一致している． 

４．まとめ 

詳細調査位置選定のためのスクリーニング用資料と

して本手法が活用できる可能性が示された． 
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図－２ 表面付近の全 Cl－濃度分布 
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表面付近の濃度 

Ctotal=a+b･A2,230+c･A2,252+d･A2,266+e･A2,300  (3) 
     ここに，Ctotal ：全 Cl－濃度 (kg/m3) 

a，b，c，d，e：切片および定数 
A：各波長(nm)における吸光度 
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